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JICAξ

NPO法人ソフトボールロドリーム 御中

独立行政法人 国際協力機構

青年海外協力隊事務局

「世界の笑顔のために」プログラム担当 脇田 雄気
‐
T・EL:03-5226-9196/FAX:03-6672-1723

Email :jicav― egaooicagojp

提供物 品寄贈先国か らの礼状送付 について

拝啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。平素より弊機構のボランティア事業に対し多大

なご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

標記の件につきまして、提供物品寄贈先国であるガーナから礼状が届きましたので、ご協力いた

だきました一般財団法人アフリカ野球・ソフト振興機構様の感謝状と共に送付いたします。ご査収の程、

よろしくお願い申し上げます。

コロナ禍の2021年3月 にガーナヘの隊員派遣を再開し、現在、ガーナで11名 の隊員が活動をしてお

ります。コロナ禍前まで活動を行つていた野球隊員は現在まだ派遣されておりませんが、配属先の

ガーナ野球連盟では、青年海外協力隊やその他の日本人から教わったことを守リー生懸命励んでい

ます。今回、その野球連盟にご寄贈品である野球道具をお届けいたしました。

この度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により遅くなりましたことをお詫び申し上げます。

今後とも開発途上国の方々に直接役立つプログラムとして、よリー層ご参加いただけますよう取り

組んで参ります。引き続きご支援、ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。

敬具



GHANA BASEBALL AND SOFTBALL FEDERAT10N

NPO Dreqm for Softboll
Jopon

l2th April,2022
Deor Sir,

APPRECiAT10N LETTER

The Ghono Boseboll & Softboll Federotion would like to show our unmotched
oppreciotion to NPO Dreom for Softbollfor donoting to Ghono through the
hord work of Jopon-Africo Boseboll & Softboll Foundotion(J-ABS).

This equipment boost wos mode possible by the long stonding friendship
between the Jopon-Africo Boseboll & Sofiboll Foundotion(J-ABS) led by Mr.

Shinyo Tomonori. Also, the Bosebollership progrom would help us teoch
students to be disciplined by mointoining these equipment for long use.

The equipments received ore listed below:
Boseboll (Bolls 856, Bots 187, Gloves 287, Cotcher sets 31. Helmets 

,l82. 
Boses

set 5, Bogs 24 & Softboll (Bolls 201, Bots I6)

We hope thot the yeors oheod bring us joy ond hoppiness os we use sports
ond educotion os o meons to give the younger generotion hope for life.

Yours ln Service,

ERNEST K.DANSO
President

9 Accra Sports Stadium
□PO Box1272
0su― Accra,G hana.

図Info(pghanabsf org
e www ghanabsf or9
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一般財団法人アフリカ野球・ソフ ト振興機構

〒160-0023東 京:者 F未斤宿区西来斤宿 3-3-13

西新宿水間ビル 6階
E― mail:[0⊇ ta⊆ュ!@j_a bsf.。 rg  TEL:03-6777-0052

NPO法人ソフトボール・ドリーム様

一般財団法人アフリカ野球。ソフト振興機構

代表理事 友成晋也

感謝状

拝啓 早春の候、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。日頃よりJ―ABS
の事業にご関心、ご協力いただき、誠にありがとうございます。

この度は、ガーナ向け野球道具寄贈にご協力をいただき、誠にありがとうござ
いました。JICAの「世界の笑顔のためにプログラム」を活用し、無事ガーナに届
けられましたことをご報告いたします。

私たちが展開する「アフリカ55甲子園プロジエクト」は、日本型野球を通じた
青少年少女の人材育成への貢献を目指しています。そのために彼らが野球を楽
しむ環境を整備、支援する必要があります。

アフリカでは、野球は超マイナースポーッでぁるため、野球道具の現地での入
手は非常に困難です。皆様からご寄贈いただいた野球道具は、ガーナ野球。ソフ
トボール連盟(GBSF)に引き渡され、彼らが管理していきます。

J―ABSは、野球道具の適切な保管、管理方法、そして実際に道具を使う子供
たち、選手たちに、道具を大切にする心を育てていく方法を「心を育てる人づくり
野球セミナー」により、現地の指導者たちに伝えていきます。

ガーナをはじめ、アフリカの青少年少女たちが、日本の皆様のご支援に思いを
馳せながら、野球・ソフトボールを通じて成長していく様子を、折に触れ J―ABS
のホームページや SNSで発信してまいります。どうぞ引き続きご注目ください。

敬具

*J―ABSでは、「ァフリカ野球の夢」を実現するパートナーを募集しています。詳しくは J―ABSのホ
ームページから。 11重 pS://j―abSf.Org ヘアクセス、もしくは「J―ABS」 で検索してください。
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